
１．元気な高齢者（生涯現役）

■問題意識
高齢化が進行し、高齢者人口が増加するなか、元気な高齢者はたくさんいるが、高齢者が培ってきた経験や知識、技術などを生かす機会が少ない。高齢者が高齢者を支援し
たり、地域の課題を解決するなど色々な活動に取り組めたらよいのではないか。

■将来像・目的とその実現に向けたアイデア
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将来像・目的 ポイント

気軽に集まる場

農作業

体力づくり

学習の場・機会

娯楽（趣味活動等）

ボランティア

就業

交通・移動
（参加するための手段）

将来像・目的の実現に向けたアイデア、アイデアに取り組むにあたって必要な環境・サポートなど

 高齢者が気軽に集まることができる場・機会をつくる

 色々なところに貸し農園がある
 農業が好きな人を増やす
 つくった野菜を出荷する

 高齢者スポーツの活性化（実施者・実施団体等へ
の公的支援など）

 体を動かす作業

 生活設計についての講義

 高齢者向けのボランティア活動の活性化
 ボランティアとして活動できる機会づくり

 セルフメディケーションに取り組める高齢者を増や
すための学習の場の展開

 ICT（ネット）を活用した学習の場、学習形態

 8050問題の解消（80代が集まる場・学ぶ場・相談する場）

 老人会、自治会など各種団体への加入促進
 子どもとの関わりを持てる場・機会づくり
 高齢者自身が企画・運営するエンターテイメント

（町外からも参加ＯＫ）

 高齢者の就労支援

 高齢者が外出しやすい交通システムの構築
 乗り合い自動車制度の創設
→元気な高齢者が運転代行などを実施
→費用は受益者負担
→法律関係では行政からの助言が必要

 シニア大学の活用

高
齢
者
に
よ
る
互
助
の
仕
組
み
、
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
仕
組
み
の
構
築

 色々な高齢者がいることを認識する
→平均化できない！

 出てこない高齢者→忙しい、生活で
大変、プライドが高い、自分のこと
は自分でできる、活動に参加しづら
い（雰囲気がわからないので）

 町内には色々な知識・技術・スキル
などを持った高齢者がたくさんいる
はず！→高齢者に活躍してもらう！
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 楽しめるメニューが必要
 多様なメニューが必要（＝選択肢が

多い）
 効果的な情報発信・情報提供が必要

 高齢者ボランティア組織をつくる
 ゆうあいセンターのボランティアセ

ンターの周知
 行政が地域で活躍する人を把握
 既存の事業・活動の活用→「まちか

ど講演会」など
 高齢者人材のデータベース化（発掘

から活躍につながる仕組みづくり）
 「元気な高齢者」の把握
 対話する場から活動につなぐ
 担い手は「高齢者」だけではない！

→若い世代との連携も視野に入れる

 「子育て支援センター」のように、高齢者にも
ワンストップの「高齢者支援センター」が必要



２．北部エリアの活性化

■問題意識
・「活性化」とは何か。人がたくさん来て、経済的に豊かになることが活性化なのか。それともそこに住んでいる人が幸せに暮らし続けていけたら活性化なのか。
・北部があるからこその猪名川町！さらなる魅力あるまちづくりに向けて、北部エリアの活性化が重要。

■将来像・目的とその実現に向けたアイデア

思い出づくりや新たな体験

を求めて町内外から人々が

集い楽しむエリア

豊かな自然との共生へ、

人々が新たにチャレンジし

て活気づくエリア

１．新たな観光名所づくりと広域からの集客化

２．サイクルロードの整備、レンタサイクルの開設

３．既存名所のクローズアップ
“行きたくなる、体験したくなる物語に仕立てる”

４．並んでも食べたい地場産品仕様の
“名物食材”の製造・販売

１．“農業従事者”“在宅勤務者”
“町内外就業者”などの居住人口の増加

２．地場産品使用の工房誘致と生産者とのネットワーク化

３．農業系学校の誘致

４．交通、買い物等の生活インフラの改善

５．学校・古民家等の再活用

 大野山「恋人の聖地」、「ムーミン谷」等のものがたり化
 パワースポットの考え方を組み込む
 スタンプラリー、（いなぼうの）朱印帳…お寺めぐり
 町内の自然の中で遊べる場所づくり
 大阪・神戸在住者の「オアシス」になるような場所

 プロ、専門家活用による“ものがたり化”
※まずは町内に住んでいる専門家、スキルをもつ人と協力する。
そして、地域・町内の人だけでなく、町外で知識のある人とも協力する。

 アイデアや工房実施者の町内外での募集

 無農薬野菜・米の生産者、パン工房、ジビエ工房

 農業委員会、農協、猟友会等のバックアップ・フォロー

 町役場関連部署のバックアップ

 事業者の誘致

 地域住民のスキルアップの場としての活用

 既存規制の見直しなど（町役場）
 公共交通の利便性の向上に向けて本気で取り組む

将来像・目的 将来像・目的の実現に向けたアイデア、アイデアに取り組むにあたって必要な環境・サポートなど

ＳＮＳ、ネット、マスメディア活用による町内外
への魅力の発信

 その道のプロ、専門家の活用

 対象に応じた媒体の活用（例えば若い世代⇒ＳＮＳなど、高齢者⇒紙媒体）
 高校の文化祭で猪名川町のインスタ映えポイントを発表してもらい、高

校生に発信してもらう。（♯Inagawa計画）

 テーマ毎のキーワードによる情報発信（「猪名川町」では検索されない！)

★取り組みの切り口・システムを変える！⇒みんなで取り組むシステムへ

 サイクリストが休憩できるよう自動販売機等の設置を検討。
→外部で何か販売したい人を探すこともあり。

 助成金を獲得し、町内の子ども達の交流活動を実施（北部の学校に来てもらう）
 助成金を獲得し、クラブをつくり、講師を呼び、時間外の学校で「テニ

ス学校」を開校。（南部の人も呼び込む）

 町内のスキルをもった人材の活用のための情報を集める・人材バンク
 住民のアイデアを具体的な取り組みにつなぐ支援（専門家などの手助け）
 ビジネス的な考えを持つ
 活動の広がりが期待できるネットワーク
 「お金部」の設置。（助成金の獲得に向けた支援など）

 活発に活動している人・グループが活動状況・経験などを積極的に情報
発信することで、他の人・グループを触発する



３．防災

■問題意識

■将来像・目的とその実現に向けたアイデア

きめ細かい災害情報
の発信を行う。

 防災コミュニティ、班長、介護事業者が、災害情
報弱者（自治会未加入者、高齢者、要介護者等）
に災害情報を連絡する。

町は災害情報弱者の個人情報を開
示する。（災害情報弱者に介護事
業者が関与しているのか、ケアマ
ネジャーがいるのか）

町は退避勧告の精度をあげる。

 自治会で危険箇所を発見する防災イベン
ト・キャンペーンを推進し、その結果を行
政のハザードマップにフィードバックする。

町が自治会が防災イベント・キャ
ンペーンを推進できるように呼び
かけや支援をする。

住民（自治会）から挙げられた危
険箇所などについて、地域に情報
提供を行う。 自治会で、地域毎のリスクを明確にして住

民で共有する。（地域毎のリスクを知る・
共有できる場・機会を自治会で設定し、参
加を呼びかける）

 災害が起こりそうな時、どのレベルで避難
すべきか・どの経路で避難すべきかを理解
する。（地震、土砂災害、水害等パターン
毎に）

自治会（地域）毎の
災害リスクを明確に
し、地域で共有する。

町が、自治会で地域毎のリスクを
明確にして住民で共有できるよう
に呼びかけや支援をする。

地域毎のリスクに関して情報提供
を行う。（町）

詳しいリスク情報を専門家が提供
する。

 誰がどのルートで避難するのか、逃げる場
所が今の指定の避難所で良いのかを検討す
る（避難場所に行く道も検討する）。

 行動マニュアルを作る。
 班単位でやることと自治会単位でやること

を話し合う。
 消防団と自主防災組織の連携の機会を設け

て行動を整理する。
 まち協での防災組織を充実させる。

防災コミュニティを
つくる。（地域で災
害に対応できる体制
を構築する。）

町が行動マニュアルのひな形を提
供する。

災害が起こっても大きな
影響が出ないまち。

災害が起こっても安心し

て生活できるまち。

災害が起こる前に対策を
打てるまち。

町が避難場所の収容人数と避難人
口を把握して、避難勧告エリアを
細分化する。

将来像・目的

将来像・目的の実現に向けた住民・地域の
具体的な取り組み・関わり方のアイデア

アイデアに取り組むために
必要な環境・サポート

将来像・目的の実現
に向けたポイント

猪名川町においても近年、風水害が大きくなっており、全国的にも災害の大規模化が進んでいる。
また、短期間に狭い地域で瞬間的に降る雨の量が増えており、今後さらにひどくなることが予想されていることから「防災」をテーマに設定。

町の防災統括管理部署が、被災地（台風、豪雨）の住民代表に、被災地復旧・再発予防措
置の実施内容、予定について説明・住民意見ヒアリングを行う場を設ける。

初期対応の強化
 既存の防災組織で対応。（消防団が水害も

対応するなど）

被災地対策の見える化

現在、自治会有志が行っている被災軽減作業を、町防災部署（契約業者・消防）が主体と
なり実施する体制に変更する。また、水害即応体制可能な業者待機態勢を町がつくる。

地区防災計画ガイド
ラインを参考にして
地区防災計画を策定
する。



４．議論・対話の場

■問題意識
まちを動かそうとした時、人が関わってくる。人はそれぞれ価値観が違う。対話する場があれば、価値観が違うからそのまま歩み寄れないということではなく、お互いを理
解して協力もできる。そのためにも、この「議論・対話の場」が必要である。

■将来像・目的とその実現に向けたアイデア

「議論・対話の場」のポイント
 「ガッチリ」から「ゆるく」まで、色々なレベル設定
 「リアルな場」と「バーチャルな場（インターネット上）」などの場の設定
 「テーマ」を決めて話す場と「テーマ」を決めずに話す場の設定
 議論・対話のための「ルール」の設定
 「楽しさ」「ノリ」が必要
 議論・対話の場に関する情報発信・見せ方の工夫（参加したい、行きたいと思わせる工夫）
 プレゼン、ライトニングトーク（短いプレゼン）、フリートーク、チェアリングなど多様な手法の活用
 議論・対話だけでなく、具体的なアクションにつながるような工夫

誰もが安心して自分の意見を言えて、
認めてもらえる関係性のあるまち。

具体的な場づくりと場の運用
 猪名川版「フューチャーセンター」をつくる。
 「〇〇について話す会」の開催。（テーマ設定型）
 モクモク会（実際はおしゃべりしながら作業）の開催。（テーマ未設定型）
 大野山で話す会の開催。
 いながわベースの「ツナガリウム」の活用。（既存の取り組み活用型）

場づくりの準備
 「議論・対話する場」をどうつくるか議論・対話をする。
 ＮＰＯ「場とつながりの研究センター」の人から話を聞く。
 町内全体の「議論・対話の場」のデザイン
 「議論・対話の場」のルールづくり

ポケモンＧＯのアイテム「おこう」の様な効果
ポケモンを呼び寄せるアイテム
＝参加者を呼び寄せる取り組み

人をあつめる
 声かけ、口コミ
 コミュニケーション
 きっかけづくり

場の提供（公共施設等の活用など）

Wi-Fiを町内全域に設置

専門家・有識者の助言

テーマ型団体の紹介、マッチング

アイデアに取り組むために必要な環境・サポート将来像・目的の実現に向けた住民・地域の具体的な取り組み・関わり方のアイデア）

 続・まちづくりワークショップ

⇒まちづくりワークショップ参加者と具体的な活動を展開

将来像・目的


